
 

 

 

 

宇佐町・片野新町地区浸水対策事業に関する 

公共事業評価の結果について（報告） 
 

 

令和６年１月２４日の環境水道委員会で、宇佐町・片野新町地区浸水対策事業

の公共事業評価について報告したとおり、「公共事業評価に関する検討会議(外部

評価）」及び「市民意見の聴取（パブリックコメント）」を実施した。 

このたび、これらの結果及び市の対応方針を報告するもの。 

 

１ 公共事業評価に関する検討会議（外部評価）の結果 

（１）実 施 日 ： 令和６年１月３０日（火） 

（２）評価結果 ： 「本計画どおり進めていくことについて異論なし」 

２ 市民意見の聴取結果 

（１）意見募集期間 ： 令和６年２月１３日（火）～令和６年３月１３日（水） 

（２）意見提出状況 ： 提出者数４名、提出意見数１０件 

（３）意見聴取結果 ： 計画の修正なし 

３ 市の対応方針 

「事業実施に向けた準備を継続することとし、今後行う基本設計を踏まえ、 

事前評価２を行うこととする」 

４ 市民意見の聴取結果及び市の対応方針の公表 

（１）閲 覧 ・ 配 布  

期間 ： 令和６年３月２１日（木）～令和６年６月２０日（木） 

    ※９時～１７時（開庁日のみ） 

場所 ： 上下水道局下水道計画課（小倉北区役所西棟６階）、 

各区役所総務企画課及び出張所、広報室広報課（市役所１階） 

 （２）ホームページ掲載  

期間 ： 令和６年３月２１日（木）～令和７年３月３１日（月） 

ＵＲＬ ： https://www.city.kitakyushu.lg.jp/suidou/s01101115.html 

５ 今後の予定 

令和６年度     基本設計、事前評価２ 

令和７年度     実施設計 

令和８～１２年度  工事 

 

令和６年３月２１日 
環境水道委員会資料 
上 下 水 道 局 
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公共事業評価に関する検討会議における留意点とその対応 

（対象事業：宇佐町・片野新町地区浸水対策事業） 
 

市の対応方針（案） 

事業実施に向けた準備を継続することとし、今後行う基本設計を踏まえ、事前評価２ 

を行うこととする。 

 
 公共事業評価に関する 

検討会議での意見 
市の対応方針（案） 

（１） 

コストについて 

事業費の見積もりは、地質調査

等、事前の調査により、十分に精査

されたい。 

今後、基本設計において、現地の

状況や地質調査資料等を確認しな

がら、事業費の精度を上げてまいり

たい。 

（２） 

市民への丁寧な

説明について 

本事業がどの地域の浸水対策に

効果があるのか、河川への影響な

ど、市民に丁寧に説明を行っていた

だきたい。 

今後実施予定のパブリックコメ

ントにおいて、ご指摘の内容が理解

していただけるよう、資料に説明を

追加することなどで対応したい。 

（３） 

十分なリスクコ

ミュニケーショ

ンについて 

自然災害は完全には防げないこ

とを市民に理解していただく取り

組みを進めていただきたい。 

浸水対策に関する広報（市政だよ

り、くらしの中の上下水道）や地元

説明などの機会を活用して、市民に

理解していただけるよう努めてま

いりたい。 

（４） 

市民・企業の協

力について 

河川や下水道への雨水の流入量

を減らすために、市民や企業の協力

を得られるような取り組みを進め

ていただきたい。 

流域全体のあらゆる関係者が協

働して浸水対策に取り組む「流域治

水」の考え方を市民や企業へ理解し

ていただけるよう、今後も広く PR

に努めてまいりたい。 

また、今年度に開始した雨水タンク

の助成制度なども引き続き PR して

まいりたい。 

（５） 

事業の早期の完

成について 

事業の必要性を鑑み、早期に整備

が完了するよう努めていただきた

い。 

早期に整備が完了するよう、今後

も適正な事業の進捗管理等に努め

てまいりたい。 

（６） 

安全な周辺環境

の確保 

工事計画の検討に際しては、作業

員の安全、交通への影響や振動な

ど、周辺環境に十分配慮されたい。 

今後、基本設計において、作業員

の安全や道路規制等の社会的影響

などへの配慮について、しっかり検

討してまいりたい。 
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提出された市民意見の概要及びこれに対する本市の考え方 

（対象事業：宇佐町・片野新町地区浸水対策事業） 

１ 意見募集期間 

令和６年２月１３日（火）から令和６年３月１３日（水）まで 

２ 意見提出状況 

（１）提出者：４名 

電子メール 郵送 ＦＡＸ 持参 

２名 ０名 ０名 ２名 

（２）提出意見：１０件 

３ 意見の内容 

事業の推進について：６件 

番
号 

意見の概要 本市の考え方 
方針･計画 

への反映 

１  浸水に対するリスクは今後も高まってくると

思うので、事業については賛成である。 

 災害に強く、安らぐ

まちの実現を図るた

め、事業を着実に推進

してまいりたい。 

なし 

２ この事業は、近年の激甚化・頻発する豪雨から

市民の生活を守るため、有益かつ大変重要である

ことを認識した。宇佐町・片野新町だけではなく、

三萩野他、３地区等でも整備効果が発揮されるこ

とも有難い。 

３ 事業期間内に再びH30年度規模の降水量が無い

とも限らない。「自助」「共助」「公助」を念頭にそ

れぞれの役割を継続することが大事、浸水対策事

業が滞りなく進捗していくことを見守りたい。 

４ 事業の実施にあたり、設計段階から工事完成ま

での間、コスト削減、早期完成、交通規制（安全

対策含む）や騒音対策などの意識を常に持っても

らいたい。 

今後、基本設計等に

おいて、交通規制や騒

音対策などの社会的影

響への配慮について、

しっかり検討してまい

りたい。また、できる限

りコスト削減に努める

とともに、早期完成に

向け、今後も適正な事

業の進捗管理等に努め

てまいりたい。 

５  平成３０年７月の豪雨では、自宅前が道路冠水

しており、自宅周辺にいたっては、膝付近まで浸

水していたと記憶している。 

いつ同じような状況になるか不安であるため、

一日も早い事業の完了をお願いする。 

６  自然災害に対し、対策を考え、事業化してもら

えることは非常にありがたい。過去に浸水被害に

遭われた方々のことを考えると、今後被害に遭わ

ないよう、一刻も早く対策を講じてもらいたい。 
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市民周知について：２件 

番
号 

意見の概要 本市の考え方 
方針･計画 

への反映 

１  くらしの中の上下水道（広報誌）に豪雨への備

えとして内水氾濫状況等が掲載されており、広く

市民に周知されていることと推測されるが、時間

の経過と共に意識も希薄になると思うので、引き

続き R6 年度の広報誌に期待している。 

 引き続き、浸水対策

に関する広報（市政だ

より、くらしの中の上

下水道）や地元説明な

どの機会を活用して、

市民に理解していただ

けるよう努めてまいり

たい。 

なし ２  高齢者も多い地域のため、きめ細かい配慮や工

夫も必要と思う。また、地域住民と信頼関係を築

くことも重要である。評価をした構成員の御意見

のうち「市民への丁寧な説明」、「十分なリスクコ

ミュニケーション」について、特に浸水発生エリ

アでは周知徹底をお願いする。 

 

 

整備スケジュールについて：１件 

番
号 

意見の概要 本市の考え方 
方針･計画 

への反映 

１  今回の対策で大きな管を設置するようだが、そ

の管へ流れこむようにするための付帯工事も令

和１２年度までに終わるのか。 

 貯留管、増補管へ雨

水を流入させるための

付帯工事も含め、令和

１２年度の完成を予定

している。また、早期完

成に向け、今後も適正

な事業の進捗管理等に

努めてまいりたい。 

なし 

 

 

事業費について：１件 

番
号 

意見の概要 本市の考え方 
方針･計画 

への反映 

１  事業費について、物価高騰を見越した事業費に

なっているのか。見込まれていないのであれば、

経済状況を鑑みると、考慮すべきではないか。 

 事業費については、

本市において、現在整

備を行っている類似工

事の実績等を基に算出

している。今後も物価

高騰が進んだ際には、

適宜、事業費の見直し

を行いたい。 

なし 

 

4



 

 

公共事業評価に関する検討会議の評価結果 

及び市民意見の聴取結果を踏まえた市の対応方針 

（対象事業：宇佐町・片野新町地区浸水対策事業） 

【対応方針】 

事業実施に向けた準備を継続することとし、今後行う基本設計を踏まえ、事前評価２を 

行うこととする。 

【対応方針決定の理由】 

 本市ではこれまで、１０年に１度の降雨（53mm/h）（整備基準）に対して、浸水のない雨に強い

まちをつくるため、雨水管や排水ポンプなどの整備に取組んできた。 

しかしながら、近年、気候変動の影響により、局地的な豪雨や想定を上回る降雨の発生頻度が

増加傾向にあり、整備基準を超える降雨によって浸水被害が発生している。 

 

このような状況を受け、上下水道局では、令和３年３月に「雨水対策基本方針」を策定した。

この基本方針では、局地化・集中化する豪雨から市民の生活を守るため、「浸水リスク」や「都市

機能集積度」を定量的に評価したうえで、新たに「重点整備地区」（１６地区）を設定し、本市に

おける過去最大規模の降雨（70mm/h）に対して、床下浸水が概ね解消できるように、より一層効

果的に雨水整備を進めることとしている。 

 

宇佐町・片野新町地区（重点整備地区）では、平成２１年、２２年、２５年、２９年、３０年

の豪雨により浸水被害が発生した。当地区においても雨水管などの整備を実施してきたが、平成

３０年７月の豪雨では、市内で過去最大規模の降雨（70mm/h）を記録し、床上浸水１１０戸、床

下浸水１５６戸の被害が発生した。 

当地区は、国道３号などの緊急輸送道路や三萩野公園、メディアドームなどの防災拠点・大規

模予定避難所といった地域防災計画に位置付けられた施設を有する地区であり、住宅も多く、人

口が密集した地区となっているため、豪雨による浸水が発生した場合、被害の甚大化が想定され、

経済的な損失は大きい。 

なお、平成３０年７月の豪雨（70mm/h）と同規模の雨が降った場合、当地区では、家屋、事業

所、公共施設等への直接的な被害に加え、営業停止等の間接的な被害が想定される。（被害想定

額：約８０億円） 

 

今後も気候変動の影響により、局地的な豪雨による浸水被害の発生リスクが増大する中、将来

にわたって、市民の生命、財産を守り、暮らしの安全・安心を確保し、災害に強く、安らぐまち

の実現を図るためには、浸水対策が必要である。 

なお、公共事業評価に関する検討会議では、「本事業を計画どおり進めることについて異議は

無い」とされ、事業実施にあたって留意すべき点が意見として挙げられた。 

これらを踏まえ、事業概要及び検討会議の意見を踏まえた市の対応方針案について市民意見を

募集した結果、｢事業の推進｣、｢市民周知｣、｢整備スケジュール｣、｢事業費｣に関する意見が寄せ

られた。なお、計画の修正を要する意見は無かった。 

以上のことから、検討会議で示された留意点や市民から寄せられた意見を踏まえ、事業実施に

向けた準備を継続することとし、今後行う基本設計でしっかり検討を行たうえで、事前評価２を

行うこととする。 
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